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５月２９日、ひたちなか市の環境を良く

する会１２名で、２０２２年２月に完成し

た上坪浄水場を見学しました。 

 「蛇口をひねれば水が出る」のは当たり

前と思う私たちですが、那珂川から取水し

て、安全な飲用水として共用するまでの工

程に、最新の技術や機材が導入されている

ことを知りました。 

 取水場から送られてきた水を浄化する過

程では、建物の高さの高低差を利用して水

を流し電気を使わない、池の上にふたをし

て藻の発生やごみなど異物の侵入を防ぐ、

モーターを地下に設置することにより近隣

への騒音や振動を防ぐなど環境に配慮した

工夫が見られました。 
 水質検査は５１項目あり、大腸菌や水銀

など「健康に関する項目」、色・におい・濁

りなど「水道水が有すべき性状に関する項

目」、農薬類や残留塩素、硬度など将来にわ

たって水道水の安全性を確保するための

「水質管理目標」があります。今、問題にな

っているＰＦＡＳ（有機フッ素化合物）につ

いても検査をしており安全性は確認してい

ます。 

 上坪浄水場は、「このような最新の設備と

厳しい水質管理により、浄水器をつけなく

てもおいしい水を供給できる」と、職員は胸

を張って説明されていました。 

 浄水の過程で出る汚泥は、脱水ケーキと

いう固形物になり、年間約４百トンが桜川

市の工場に運ばれ、造成地や河川の堤防に

使われるということです。 

 水を浄化するために流出した水は、もう

一度水つくりに使ったり、汚泥もリサイク

ルしたり、環境に配慮した新しい施設が創

られていることを実感しました。 

 この浄水場のおかげで、日々おいしい水

を安心して飲めることに感謝したいと思い

ます。 

 

メモを取りながら説明を熱心に聞く参加者 

停電時にも途切れない水づくりのため、各施設に 

非常用の自家発電設備を設置しています。 

断水時に浄水場や配水場は応急給水活動の

拠点になり、給水車で飲料水を配ります。 

出典：上坪浄水場見学者用資料 
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環
境
月
間
に
ᵭ
未
来
ネ
ᶅ
ト
ワ
ᶌ
ク
ひ

た
ち
な
か
・
ま
ᵮ
と
共
催
で
ᵧ
環
境
四
季

時
計
ᵭ
夏
祭
り
ᵮ・
キ
ᶆ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を

開
催
し
ま
し
た
ᵨ 

自
然
環
境
保
全
や
温
暖
化
防
止
・
省
エ

ネ
ᵧ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
促
進
を
伝
え
ま
し
た
ᵨ 

６
月
２１
日
ᶨ
２６
日
ᵧ
市
民
交
流
セ
ン
タ

ᶌ
ギ
ᶆ
ラ
リ
ᶌ
で
本
会
の
活
動
を
紹
介
す

る
パ
ネ
ル
ᵧ
森
林
保
全
活
動
の
際
に
間
伐

し
た
竹
で
作
ᵻ
た
竹
細
工
品
を
展
示
し
ま

し
た
ᵨ 

６
月
２４
日
ᶝ
土
ᶞ
１８
時
ᶨ
１９
時
３０
分

に
ᵧ
東
石
川
小
学
校
の
校
庭
で
キ
ᶆ
ン
ド

ル
を
灯
し
ᵧ
環
境
劇
や
ト
ラ
ン
ペ
ᶅ
ト
演 

奏
で
ス
ロ
ᶌ
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
ᵨ 

環境劇「SD じいちゃんがやって来た！」 

ま
す
ま
す
値
上
が
り
す
る

電
気
料
金
に
悲
鳴
を
あ
げ
そ

う
で
す
ね
ᵨ
暑
い
夏
は
熱
中
症

予
防
に
エ
ア
コ
ン
の
使
用
も

推
奨
さ
れ
て
お
り
ᵭ
光
熱
費
ᵧ

も
ᵻ
と
節
約
で
き
な
い
か
し

ら…

ᵮ 

う
ち
エ
コ
診
断
は
ᵧ
お
う
ち

の
エ
ネ
ル
ギ
ᶌ
消
費
状
況
を
把

握
し
ᵧ
省
エ
ネ
対
策
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

診
断
サ
ᶌ
ビ
ス
で
す
ᵨ 

お
う
ち
の
光
熱
費
削
減
に

つ
な
が
る
効
果
的
な
取
組
み

が
わ
か
り
ま
す
ᵨ
う
ち
エ
コ
診

断
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
ᵨ 

 

 

申
込
受
付
期
間 

 

６
月
ᶨ
12
月
上
旬 

問
合
せ:

本
会
の
ブ
ロ
グ
よ
り 

 

「地球の未来をかんがえよう」パネル 

キャンドルは「SDGｓ」の文字 

⼍
⼨
⽥
⽰
診
断 

省
⽥
⾊ 

 

 

小さなことでもやって 

いく、そしてそれを広め

ていくのが大事！ 

SDGｓは 知ってるだけじゃ 

だめだっぺ！ 

何か行動しねぇと… 
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 ４
月
２２

日
那
珂
湊
の
姥
の
懐
マ
リ
ン

プ
ー
ル
を
会
場
に
「
ア
ー
ス
デ
イ
」
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

４
月
２２
日
ア
ー
ス
デ
イ
は
、
地
球
の
た

め
に
行
動
を
起
こ
す
日
と
し
て
１
９
７
０

年
に
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た 

イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

茨
城
県
で
は
、
最
初
に
ひ 

た
ち
な
か
市
で
ア
ー
ス
デ
イ 

が
開
催
さ
れ
、
ビ
ー
チ
ク
リ 

ー
ン(

海
岸
清
掃)

、
磯
遊
び
、
シ
ー
カ
ヤ

ッ
ク
体
験
な
ど
で
海
に
親
し
み
、
食
べ
物

の
ブ
ー
ス
で
は
動
物
性
食
品
を
使
わ
な
い

「
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
」
料
理
等
の
出
店
も
あ
り
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
ヨ
ガ
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
保

護
犬
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
ま
し

た
。 本

会
か
ら
総
会
終
了
後
、
３
名
が
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。 

前
回
、
42
号
３
面
で
紹
介
し
た

三
重
県
鳥
羽
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
パ

ー
ク
（
以
下
、「
パ
ー
ク
」
）
は
、
ご

み
の
減
量
化
や
資
源
化
、
環
境
教
育

な
ど
、
従
来
は
行
政
主
導
で
あ
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
市
民
主
体
で
提
供
す

る
試
み
で
す
。 

施
設
代
表
の
中
村
さ
ん
の
話
に

よ
れ
ば
、
パ
ー
ク
の
施
設
経
費
は
５

０
０
０
万
円
に
対
し
、
志
摩
市
の
廃

棄
物
処
理
施
設
は
１
０
０
億
円
で

す
。
そ
の
規
模
や
能
力
を
一
概
に
比

較
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
市

民
が
主
体
と
な
れ
ば
整
備
、
維
持
、

管
理
に
至
る
ま
で
効
率
化
で
き
、
質

の
高
い
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

可
能
に
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
効
率
化
よ
り
も
特
筆
す

べ
き
は
、
中
村
さ
ん
を
は
じ
め
、
パ

ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
が
市
の
審
議
会

に
参
加
し
て
お
り
、
環
境
等
の
政
策

決
定
プ
ロ
セ
ス
に
影
響
力
を
持
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
市
民
か
ら
出
さ

れ
た
結
論
が
市
議
会
に
お
い
て
可

決
さ
れ
る
こ
と
で
、
彼
ら
は
政
治
的

影
響
力
を
発
揮
し
、
地
方
自
治
の
更

な
る
実
現
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。 

市
民
自
治
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
行

政
の
役
割
は
市
民
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
、
つ
ま
り
市
民
参
加
に
必
要

な
条
件
を
整
え
る
こ
と
で
す
。
実

際
、
市
は
財
政
の
面
で
パ
ー
ク
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
パ
ー
ク
と
鳥
羽
市

は
随
意
契
約
を
結
び
、
市
か
ら
の
委 

とば リサイクルパーク訪問記 （後半） -市民自治の最前線- 
 

託
費
に
よ
っ
て
メ
ン
バ
ー
へ
の
給
与
や
施
設

管
理
費
と
い
っ
た
運
営
費
を
賄
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
長
期
的
に
事
業
が
行
え
る
の
で
、

高
い
専
門
性
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
鳥
羽
市

で
は
環
境
政
策
を
住
民
に
説
明
す
る
際
に
、

「
パ
ー
ク
の
協
力
を
得
て
い
ま
す
」
が
決
ま

り
文
句
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
パ
ー

ク
の
先
進
的
な
活
動
は
地
域
全
体
で
支
持
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
パ
ー
ク
の
政
策
策
定
へ

の
協
力
、
継
続
的
な
自
治
体
か
ら
の
財
政
支

援
、
事
業
の
長
期
性
と
高
い
専
門
性
は
、
日

本
の
市
民
団
体
と
し
て
は
稀
少
な
例
で
あ

り
、
私
た
ち
に
、
今
ま
で
に
は
な
か
っ
た
市

民
参
加
の
可
能
性
を
示
し
て
い
ま
す
。
パ
ー

ク
は
行
政
が 

い
う
、
共
同 

参
画
者
と
し 

て
の
市
民
そ 

の
も
の
で
す
。 

参
加
を
通
し 

て
政
治
的
正 

      

       

 

統
性
を
強
化
し
、
行
政
と
市
民
の
協
力
を

通
し
て
民
主
主
義
を
増
進
さ
せ
て
い
る

の
で
す
。
日
本
は
今
、
市
民
自
治
の
新
時

代
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

（
戸
田
雄
毅
） 

令
和
５
年
度
総
会
開
催 

 

４
月
22
日
（
土
）
ふ
ぁ
み
り
こ
ら
ぼ

で
４
年
ぶ
り
に
対
面
で
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算

報
告
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算

案
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
、
各
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
の
大
谷
市
長
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
、
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
各
学

校
等
の
発
表
も
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
、
環

境
保
全
を
次
世
代
に
向
け
発
信
す
る
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
啓
発
に
尽
力
し

て
い
る
本
会
に
感
謝
す
る
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。 

新
年
度
役
員
の
紹
介
後
、
活
動
予
定
を

紹
介
し
、
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

         
 

 
 

 
 

パーク主催の「もった
いないやん」祭りは大
盛況でした。 

わ
が
ま
ち
の
環
境
活
動 

ア
ー
ス
デ
イ 

う
ば
！ 

ひ
た
ち
な
か 

 



応募は、コミセン等に設置された

応募用紙を使って郵送するか、また 
は、本会ブログ「緑のカーテン」（上 QR コード）から

も応募できます。締め切りは 8 月末、集計結果はブロ

グやイベント等で紹介し、緑のカーテンの普及に役立

てます。ご協力をお願いいたします。 

段ボールコンポスト講習会 

7/31(月)午前の部 10 時 00 分～  

午後の部 13 時 30 分～ 

ふぁみりこらぼ 303 号室 【問合せ】環境政策課  

029‐273‐0111 内線（3314、5） 

休耕地活用(そば栽培)8 月～種まき 

 会の活動についてはブログをご覧ください。 
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５月 20 日(土)県道 31 号線から多良崎城跡への分岐点で除去

作業を８名の参加で行いました。現地での除去は８年目になりま

す。除抜量：30kg  

5 月 28 日(日)佐和地区・さわ野杜団地脇 西側道路法面での作

業を、さわ野杜団地自治会と協働で、33 名の参加で行いました。

ここでの除去は６年目になります。除抜量：70kg  

特定外来生物(植物)は旺盛な繁殖力で在来種を衰退させます。

環境省では「きれいだから」と放置せず、駆除するよう求めてい

ます。 

 

第９回「緑のカーテンでエコチャレンジ」の

一環として、６月３日(土)ふぁみりこらぼで環

境講座『省エネ・節電にもなる楽しい緑のカー

テン』を開催しました。参加者は佐和高 JRC 部

の生徒 12 名をはじめ 26 名でした。 

SDGｓが目指す「人にやさしく、地球にもや

さしい生活を持続すること」の大切さについて

の話し、その後、「緑のカーテン」の設置説明や、

苗の配布などを行いました。 

 

育成中の｢緑のカーテン｣の写真や

感想をお寄せください 

活動の継続が成果を上げています 

 

 

細長いへら状の葉が特徴です 

篠竹を使って緑のカーテンの支柱つくり 

木質バイオマス発電所 

（株）バイオパワー勝田 

ひたちなか市高野 1974-1 

TEL029-270-3341 

ひたちなか・東海 

ハイトラスト株式会社 

ひたちなか市新光町 103-2 
ＴＥＬ（029）265-5371  


